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防
災
意
識
の
向
上
へ
、

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
標
識
を
設
置

広
島
県
大
崎
上
島
町
企
画
振
興
課

◦安全安心向上◦

安芸津
竹原

大三島
大崎上島
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広
島
県
大
崎
上
島

◆
大
崎
上
島
町
の
概
要

　

大
崎
上
島
町
は
、
瀬
戸
内
海
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
、
南
は
愛
媛

県
大お
お

三み

島し
ま

、
岡
村
島
、
北
は
竹
原
市
・
東
広
島
市
安
芸
津
町
に
海
上

一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
面
し
て
い
る
島
で
あ
る
。
広
島
県
の
本
土
側

と
は
、
竹
原
・
安
芸
津
港
と
高
速
船
・
フ
ェ
リ
ー
で
結
ば
れ
て
い
る
。

島
の
人
口
は
、
平
成
二
六
年
七
月
末
現
在
で
、
八
一
八
一
名
で
あ
る
。

面
積
は
四
三
・
二
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
大
崎
上
島
、
生
野
島
、
長
島
、

契
島
な
ど
の
島
の
総
面
積
）。
瀬
戸
内
海
独
特
の
温
暖
少
雨
の
気
候
で
、

降
雪
や
降
霜
日
数
が
少
な
く
、
年
間
を
通
し
て
過
ご
し
や
す
い
気
候

で
あ
る
。

　

島
で
は
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、

過
疎
化
が
進
行
し
て
い
る
。
平
成
二
六
年
七
月
末
現
在
の
高
齢
化
率

は
四
五
・
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
、県
内
で
は
最
高
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

　

基
盤
産
業
で
あ
る
柑
橘
栽
培
は
、
担
い
手
の
高
齢
化
が
進
行
し
、

後
継
者
不
足
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
、
基
盤
産
業

の
造
船
を
中
心
と
す
る
製
造
業
は
、
構
造
不
況
に
よ
る
衰
退
傾
向
が

続
い
て
お
り
、
経
営
安
定
化
の
た
め
の
支
援
や
、
企
業
誘
致
の
た
め

の
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

◆
住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た

　

安
全
安
心
向
上
事
業

　

安
全
安
心
向
上
事
業
は
、
大
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
時
の
適
切
な

対
応
を
確
立
す
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
、
離
島
住
民
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
の
確
立
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
あ

わ
せ
て
、
防
災
に
係
る
標
識
な
ど
の
整
備
や
、
震
災
時
の
避
難
場
所

の
確
認
の
た
め
の
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
、
大
崎
上
島
町
全

体
の
地
形
（
建
物
含
む
）
を
正
確
に
デ
ー
タ
化
す
る
な
ど
、
住
民
が



55 しま 239  2014.9

特集  離島活性化交付金

緊
急
時
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

町
で
は
、
本
事
業
と
し
て
三
つ
の
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

１
． 

地
域
防
災
計
画
改
定
業
務
：
総
事
業
費
三
五
一
万
七
五
〇
〇
円

　
　
（
う
ち
国
費
一
七
五
万
八
七
五
〇
円
）

　

・ 

地
域
防
災
計
画
（
加
除
式
タ
イ
プ
）
：
Ａ
４
版
四
二
〇
頁　

一
色

オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷　

二
七
部

２
．
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
業
務
：
総
事
業
費

　
　

八
二
三
万
七
二
五
〇
円
（
う
ち
国
費
四
一
一
万
八
六
二
五
円
）

　

・ 

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
浸
水
予
測
図
（
三
地
区
別
、
地
形
・
避
難

路
な
ど
転
記
）
：
Ａ
２
版
四
つ
折
り　

四
色　

四
〇
〇
〇
部

　

・
標
識
設
置
（
四
〇
ヶ
所
）

３
．
数
値
地
形
図
修
正
業
務
：
総
事
業
費
六
八
二
万
五
〇
〇
〇
円

　
　
（
う
ち
国
費
三
四
一
万
二
五
〇
〇
円
）

　

・
地
形
図
デ
ー
タ
作
成
（
四
三
・
二
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

　

大
崎
上
島
町
防
災
会
議
な
ど
で
島
内
外
の
防
災
専
門
家
よ
り
、
防

災
計
画
に
関
す
る
意
見
を
聴
取
、
改
定
に
向
け
て
十
分
に
反
映
さ
せ
、

計
画
を
整
備
し
て
き
た
が
、
国
・
県
の
防
災
計
画
（
方
針
）
と
並
行

し
て
、
計
画
を
整
備
し
て
い
る
関
係
上
、
平
成
二
六
年
度
に
お
い
て

島の最高峰・神峰山（かんのみねさん）からの眺望（愛媛側を望む）。
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も
、
継
続
し
て
防
災
計
画
の
改
定
を
行
っ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

　

平
成
二
五
年
度
に
実
施
し
た
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
・
標
識

な
ど
の
設
置
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
防
災
・
津
波
な
ど
へ
の
関
心
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
、
避
難
場
所
の
再
認
識
、
避
難
訓
練
の
要
望
の

浸水予想図が入った津波ハザードマップ。4,000部作成して住民などに配布。

声
が
多
方
面
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
防
災
意
識
の
向
上
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

◆
よ
り
柔
軟
な
ソ
フ
ト
事
業
に
活
用
で
き
る
交
付
金
を

　

活
性
化
交
付
金
は
、
産
業
活
性
化
、
定
住
誘
引
、
交
流
促
進
、
流

通
効
率
化
、
そ
し
て
安
全
安
心
向
上
事
業
に
加
え
、
新
た
に
離
島
防

災
機
能
強
化
事
業
な
ど
の
創
設
も
あ
り
、
多
岐
に
わ
た
っ
た
活
用
が

望
め
る
。
本
町
と
し
て
も
積
極
的
に
交
付
金
を
活
用
す
る
た
め
、
町

が
実
施
す
る
対
象
の
各
種
事
業
に
つ
い
て
、
将
来
的
な
展
望
を
持
っ

た
計
画
を
策
定
し
、
事
業
を
積
極

的
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
離
島
へ

の
就
業
を
目
的
と
し
て
来
ら
れ
る

方
へ
の
共
同
住
宅
建
設
支
援
（
単
身

も
し
く
は
家
族
が
利
用
可
能
な
も
の
）
や
、

離
島
定
住
者
・
若
者
人
材
獲
得
の

た
め
の
長
期
離
島
滞
在
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
離
島
版
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）
な

ど
へ
の
活
用
、
ま
た
、
地
域
住
民

に
根
差
し
た
夏
祭
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
へ
の
助
成
に
利
用
で
き

る
よ
う
な
、
柔
軟
な
ソ
フ
ト
事
業

活
用
の
対
応
を
望
ん
で
い
る
。�

■

島内40ヶ所に設置した津波警戒標識。


